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研究報告書 

 

 本研究では、申請者が開発した HIV 感染ヒト化マウス実験動物モデルを用い、感染細胞のシ

ングルセルトラスクリプトームデータを取得すること、そしてそれを統合的に解析し、HIV 感染

動態の背後にあるヘテロで複雑な生命原理を描出することを目的とした。 

HIV感染ヒト化マウスのシングルセルRNAシークエンシング解析により、生体内におけるHI

V感染細胞の集団が少なくとも９つに分類されること、そしてそれぞれの集団において、HIVに

対する感受性が異なることを見出した。今回同定した集団の中には、これまでは見出されていな

かった細胞集団も存在していたことから、本研究により、生体内における複雑なウイルス複製・

産生の一端を描出することに成功したと言える。本研究成果は、現在学術論文として投稿・査読

中である（Aso, Nagaoka, Kawakami et al., Cell Reports, under revision）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




